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アカマツ群落の林分構造や種組成とアカマツ植林のそれらには明確な差異が認められませんでし

たので両者を合わせてアカマツ林として考えます。アカマツ林に出現した植物種数はコナラ林につ

いで多く，低木層が特に発達する傾向がみられました。また，アカマツ以外にもコナラやヤマザク

ラ，リョウブ，ネジキ，ヒサカキ，ソヨゴなどのコナラ林でも多くみられる種がほとんどの調査地

で出現するなど，アカマツ林とコナラ林では種組成がよく似ていました。 

アカマツ林の調査地のほとんどでマツノザイセンチュウによるマツ枯れが発生していたことから，

今後もアカマツは減少していくと考えられます。このようななかアカマツ林の状態を将来にわたっ

て維持していくことは困難であると考えられ，現在の種組成の状況をみる限り，コナラ林へと変化

していくと予想されます。アカマツ枯死木を伐倒することで低木層や林床植生の成長が促進される

ことから，速やかにコナラ林へと推移させるために

は枯死したアカマツを伐倒することが望ましいと考

えられます。 

調査した箇所のなかにはアカマツ以外にほとんど

高木種がみられず，アカマツ枯死後にはソヨゴ，イ

ヌツゲ，ヒサカキなどの亜高木種や低木種からなる

低木林となってしまう可能性が高い箇所もみられま

したが，このような箇所では除伐により密度を緩和

し，高木種を苗木植栽あるいは播種により導入する

必要があります（TOPIC参照）。 

 

 

 

シイ林ではツブラジイあるいはスダジイが優占しており，他にもアラカシ，ヒサカキ，クロバイ，

ヤブツバキ，サカキなどの常緑広葉樹が多くの箇所でみられました。林内は暗いことから低木層や

林床植生はあまり発達しておらず，出現する種数も少ない傾向がみられました。しかし，次世代木

であるシイの稚樹はこれらの層で順調に生育してい

ました。 

気候的には三重県の里山の97.7％は照葉樹林帯

となることから，シイ林や後述するウバメガシ林は

遷移が進んだ比較的安定した森林であると考えられ

ます。そのため生態系や生物多様性保全の観点から

は優占種であるシイの更新（次世代木の確保）や種

多様性を高めることを考える必要があります。シイ

稚樹の維持や育成のためには，人工的な小ギャップ

 

 

 

マツ枯れ被害林の状態 
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コナラ林は主要群落のなかでは最も種多様性の高い群落でした。コナラが優占していますが，前

述のようにアカマツ林でも出現する種もよくみられました。また，低木層や林床植生が発達してお

り，常緑樹のみならずコウヤボウキ，コバノガマズミなどの落葉樹も多く含まれて，多様な樹種が

みられました。しかし耐陰性に勝る常緑樹の方が優勢となっており，しだいに常緑広葉樹林へと遷

移する可能性があります。また，ネザサが繁茂している調査地もみられました。このような常緑樹

やササ類の繁茂は種多様性の低下や草本相の変化を招く恐れがあります。そのため，種多様性保全

の観点からはこの層における常緑樹やササ類を下刈により適度に除去する必要があります。しかし，

シイ林での下刈と同様の問題点があり，高頻度の

下刈や，北向き斜面などの日陰を生息適地とする

下刈に弱い草本種がみられる箇所での下刈は禁

物です。 

優占種であるコナラは根元付近の直径が20～

30 cm以上，樹齢40～45年以上になれば萌芽力

が低下します。調査した箇所のなかでも，すでに

このような直径，林齢になっている林分も多くみ

られました。将来もコナラ林の状態を維持してい

くことを考える場合，コナラの更新方法を考える

必要があります。萌芽力が期待できる場合は小面

積皆伐を順次行うことで更新させることが可能

ですが，直径や林齢が大きくて萌芽力が期待でき

ない場合には苗木植栽や播種といった補助作業

も必要となります。 

また，シイ・カシ林へと遷移させる場合でも，

コナラ林におけるシイやカシ類の出現率，優占度

があまり大きくなかったことや，森林の分断化の

影響から鳥被食散布植物の種数や割合が増加す

る事例もあることから，速やかに遷移が進まない

箇所も多いと考えられます。そのためシイ・カシ

類の侵入状況によっては苗木植栽や播種，シイ・

カシ類の成長を妨げる個体の除去などを行う必

要もあります。 

いずれの群落型を目指すにも長期的視野に立

ったなんらかの更新補助作業の検討をしておか

なければなりません。 

 

コナラ林 
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ウバメガシ林ではウバメガシが優占していましたが，他にヤマモモ，アカマツ，ヒサカキ，ソヨ

ゴ，ヤブツバキなどもみられました。ウバメガシは良質の木炭の原料であることから古くから伐採

が繰り返されてきたため，小径の幹を多数出して高密度となっており，林床は非常に暗くなってい

ました。また，林床ではコシダやウラジロが優占

していました。そのため他の植物種が侵入しにく

くなっており，低木層や林床植生の出現種数は少

ない傾向がみられました。 

ウバメガシ林においても，ウバメガシの更新方

法や種多様性を高めることを検討する必要があり

ますが，ウバメガシ林の多くは海岸の岩場や急傾

斜地のような土壌の極めて浅い場所や尾根筋の貧

栄養地に分布することから，下刈や除伐などによ

って土壌流出を招く危険性もあり，実施には慎重

を要します。 

 

 

  

 

 モウソウチク林ではモウソウチクが著しく優占することで他の植物種の侵入あるいは生存が困難

となっており，低木層や林床植生はほとんど発達していませんでした。主要群落のなかでは最も種

多様性の低い群落といえます。また，モウソウチク林となる以前はコナラ林やヒノキ林であった箇

所も多いことから三重県においても分布は拡大傾

向にあるようです。竹林化により種多様性が低下

することから，このまま放置することは現在モウ

ソウチク林である箇所のみならず隣接地に分布拡

大することで，隣接する群落の種多様性まで低下

させてしまう危険性があります。山地防災や水資

源面にも影響するかもしれません。そのため，間

伐や柔らかい筍のうちに除去するなどの方法によ

り密度を緩和することで分布拡大を防ぐ必要があ

ります。 

 

 

 

 

幹を多数出して株立ちするウバメガシ 
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